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 反芻と特性的自己効力感が援助要請プロセスに及ぼす影響
―抑うつ症状を呈した際の場面想定法を用いた検討―

　本研究の目的は，反芻と特性的自己効力感が，抑うつ症状を呈した際の援助要請行動に及ぼす影響を検
討することであった。女子大学生239名を対象に質問紙調査を実施し，回答に不備がない237名の回答を
分析対象とした。ロジスティック回帰分析の結果，特性的自己効力感が高いほど，援助要請を選択せずに，
自力での対処にとどまる傾向がみられた。また，反芻の傾向が高いほど，専門家への援助要請を選択しな
い傾向がみられた。以上を踏まえ，援助要請を促進しうる働きかけについて考察した。

キーワード：抑うつ，援助要請行動，反芻，特性的自己効力感，大学生

１．問題と目的
1.1　本邦の大学生のうつ病とその支援
　本邦におけるうつ病の生涯罹患率は，約6%と
されている（厚生労働省，2011）。また，大学生
の精神障害による休・退学において，うつ病を含
む気分障害による休・退学は最も多く，自殺の背
景要因ともされている（内田，2008）。そして，
うつ病の支援には薬物療法や精神療法が有効とさ
れていることから（厚生労働省，2011），専門機
関の受診がうつ病の治療においては重要であると
いえる。しかしながら，うつ病有病者の半数以上
は医療機関を受診していないことが知られている

（川上，2003）。また，大学における学生相談機
関は，大学内にあり，無償のサービスであるとい
う特性から，大学生にとっては利用しやすく，修
学面などの実際的な問題にも配慮しつつこころの
問題に対応することができるため（福田，2010），
学生相談機関から医療機関への受診に繋がる場合
もある。しかし，全国の高等教育機関における学
生支援の取り組みに関する調査では，「悩みを抱え
ていながら相談に来ない学生」について81.8%の
大学が対応の必要性が高いと回答している（独立

行政法人日本学生支援機構，2019）。
　このように，多くの大学生がうつ病などのメン
タルヘルスに関する問題を専門家に相談できてい
ない現状が存在すると考えられる。そのため，メ
ンタルヘルスに関する問題を抱えながら専門家へ
の援助を求めないサービスギャップを解消するこ
とが求められている。

1.2　援助要請をプロセスとして捉える視点
　専門家に対する相談をはじめとした他者に助け
を求める行動は，援助要請行動と呼ばれる。援助
要請行動とは，「問題解決やそれに向けた情報収集
などのためになされる能動的な行動であり，適応
上重要な行動」と考えられている（梅垣・木村，
2012）。木村（2017）は，援助を求める，求め
ないという行動の背景には，そこに至るまでの多
様なステージが存在すること，また，各ステージ
において意思決定がなされていることから、援助
要請行動をプロセスとして捉えることが有用であ
ると述べている。また，木村他（2014）は，日
本の大学生を対象に，場面想定法を用いて，抑う
つの問題を認識し，学生相談機関やカウンセラー
などの専門家，または友人・家族に対する援助要
請に至るプロセスに関連する要因について定量的
な検討を行った。その結果，プロセスの各段階で
関連する要因が異なることが示されている。つま
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処行動を積極的に行うことを示した。また，永井
（2013）は，特性的自己効力感は，援助要請スタ
イルの援助要請自立型と正の関連があることを報
告している。援助要請自立型とは，困難を抱えて
も自身での問題解決を試み，どうしても解決が困
難な場合に援助を要請する傾向とされる。
　このことから，特性的自己効力感が高い者は，
抑うつ症状を呈するという自力対処が難しいと考
えられる場面において，被援助志向性が高まる可
能性がある。しかし，抑うつ症状を呈した際の援
助要請行動との関連を検討した研究は少ない。

1.5　本研究の目的
　以上を踏まえ，反芻と特性的自己効力感が，抑
うつ症状を呈した際の大学生の援助要請プロセス
に与える影響を検討することを本研究の目的とす
る。なお，本研究においては，反芻と特性的自己
効力感に加え，先行研究で援助要請行動との関連
が報告されている要因である，問題の深刻度の評
価，精神的健康度，ソーシャルサポート，過去の
専門的な心理援助の利用経験についても援助要請
プロセスの各段階との関連を検討する。これまで
の先行研究の追試となるだけでなく，これらの要
因を統制した上で認知的要因と援助要請の関連を
検討することで，結果の妥当性が高まると考えら
れるためである。

２．方法
2.1　調査対象者
　本研究では，悲観的な考え込みを行いやすいと
いった認知的特徴や（e.g. 西川他，2013），男子
学生と比較して，抑うつが高くみられるといった

（e.g. 塚原, 2011）うつ病に罹患するリスクがよ
り高いと考えられる女子大学生を対象とした。結
果として，女子大学生239名を対象に調査を実施
した。

2.2　調査手続き
　2022年10月，大学講義終了後の教場と，縁故
法にて，調査協力の依頼を行った。具体的には，

り，専門家への援助要請を促進するためには，専
門家に対する援助要請に至るまでに関連する要因
を，それぞれのプロセスに分けて，詳細に検討す
る必要があると言える。

1.3　反芻と援助要請行動
　特に，うつ病を抱えている状況においては，気
分の落ち込みや意欲の低下といううつ病の症状そ
のものが援助要請行動を抑制する可能性が指摘さ
れている（e.g. 永井，2010；木村他，2014）。
このことから，抑うつ症状を呈した際の専門家へ
の援助要請を促進させるためには，実際に抑うつ
の問題を抱えた際に生じる可能性のある認知傾向
を踏まえて検討を行う必要があるだろう。
　そのような抑うつ症状と関連の強い認知傾向の
1つに反芻がある。反芻は，「自己への脅威，喪失，
不正によって動機づけられた，自己へ注意を向け
やすい特性（Trampell ＆ Campell, 1999）」と定
義される。非適応的な自己注目である反芻は，抑
うつと正の関連が報告されており（e.g. 高野・丹野, 
2010），問題解決能力を低下させることが明らか
になっている（Watkins, 2016) 。さらに，援助
要請行動は対人行動といえるが，対人スキルと反
芻の関連を検討した研究においては，反芻と不適
切な自己開示との間に正の関連が報告されている

（高野他, 2012）。援助要請行動は，ある程度の自
己開示を伴うことから，反芻することによって，
適切な自己開示が出来ず，援助要請行動が妨げら
れる可能性がある。しかし，抑うつ症状を呈した
際の援助要請行動と反芻との関連を検討した研究
は少ない。

1.4　特性的自己効力感と援助要請行動
　さらに，抑うつ症状と関連の強い概念として，
特性的自己効力感がある。特性的自己効力感とは，
長期的に，より一般化した日常場面における行動
に影響を及ぼす自己効力感である（成田他，
1995）。三宅（2000）は，場面想定法を用いて，
特性的自己効力感高群は低群と比較して，試験や
レポートにおけるネガティブな出来事に対する対
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態になりました。」である。このシナリオを提示し，
「もしあなたが上記の状況になったとき，あなた
ならどのように考え，行動しますか？」と教示し，
援助要請行動のプロセスモデルに沿った5つの選
択肢から回答を求め，複数回答も認めた。選択肢
は，「普通のことなので何もしない」（ステージⅠ），

「普通のことではないと思うが，特に何もしない」
（ステージⅡ），「自分の力で対処する」（ステージ
Ⅲ），「友人や家族に相談・援助を求める」（ステー
ジⅣ），「大学の学生相談やカウンセラーなどの専
門家に相談・援助を求める」（ステージⅤ）であっ
た。加えて，シナリオの問題の深刻度を5件法

（１．低い～５．高い）で尋ねた。
　2.3.3　 精 神 的 健 康 度　K6日本語版（古川他，
2003）を用いた。「気分が沈み込んで、何が起こっ
ても気が晴れないように感じましたか」などの6
項目で構成され，過去30日の間でどれくらいの
頻度で起こったかについて，5件法（0．全くな
い～５．いつも）で回答を求めた。得点が高いほ
ど精神的健康度が低いことを示す。
　2.3.4　 反芻　Rumination-Reflection Questionnaire 
日本語版（高野・丹野，2008）の，反芻に関する
12項目を用いた。「本当に長い間，自分に起こっ
たことを繰り返し考えたり，つくづくと考えたり
しがちだ」などの項目で構成され，5件法（１．

著者の所属大学においてQRコードを印刷した用
紙を講義時間の終了後に配布した。また，URLを
講義情報連絡サイトに掲載した。さらに，著者の
知人にURLを配布した。

2.3　調査内容 
　2.3.1　基本属性　年齢を尋ねた。
　2.3.2　援助要請行動のプロセスおよび問題の
深刻度の評価　まず，本研究で想定する援助要請
プロセスをFigure1に示す。先行研究においては，
6つのフィルターと7つのステージを設定してお
り，友人・家族または専門家への援助要請意図と
援助要請行動を区別して測定している（木村ら，
2014）。しかし，木村ら（2014）において援助
要請意図と援助要請行動に関連する要因に大きな
違いがみられなかったことから，本研究では援助
要請意図と援助要請行動の区別を行わず，問題の
生起から実際の援助要請行動に至るまでのプロセ
スにおいて，4つのフィルターと5つのステージ
を設定した。
　そして，木村他（2014）で用いられた抑うつ
のシナリオを用いた。シナリオは，「あなたは，悲
しくなったり落ち込んだり，いつも楽しんでいる
ことも楽しめなくなったりして，非常につらく感
じたり，いつも通りの生活に支障が出るような状

反芻と特性的自己効力感が援助要請プロセスに及ぼす影響

Figure 1  援助要請行動のプロセスとステージ（木村・梅垣・水野，2014を一部改変）
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2.4　倫理的配慮
　調査実施に先立ち，調査目的と内容を丁寧に説
明し，調査への参加は任意であり，いつでも中断
できることを説明した。さらに，「抑うつ」につい
て相談できる専門機関として，学内の学生相談室，
保健管理センターの情報提供を行った。

2.5　統計的解析
　IBM SPSS ver.25を用いた。

３．結果
3.1　基礎統計量および変数間相関
　調査対象者のうち，回答に不備がない237名の
回答を分析対象とした。平均年齢は20.2歳（SD
＝1.42）であった。
　まず，本研究で用いた変数の基礎統計量および
変数間相関をTable 1に示した。なお，過去の専
門的な心理的援助の利用経験は，「経験あり」が
34名（14.3％），「経験なし」が203名（85.7％）
であった。

3.2　援助要請行動のプロセスとその関連要因
　援助要請行動のプロセスとその関連要因を検討

全く当てはまらない～５．非常に当てはまる）で
回答を求めた。得点が高いほど，反芻の傾向が高
いことを示す。
　2.3.5　特性的自己効力感　人格特性自己効力
感尺度（三好，2003）を用いた。「どんな状況に
直面しても，私ならうまくそれに対処できるよう
な感じがする」などの6項目で構成され，5件法

（１．全く当てはまらない～５．非常に当てはまる）
で回答を求めた。得点が高いほど，特性的自己効
力感が高いことを示す。
　2.3.6　 ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト　ソーシャルサ
ポート質問紙（嶋，1991）を用いた。「お互いの
気持や感情をわかり合える」などの12項目から
構成され，家族・友人との関係において各項目が
どれくらい当てはまるかを5件法（１．全く当て
はまらない～５．非常に当てはまる）で尋ねた。
得点が高いほど，家族・友人からのソーシャルサ
ポートを多く知覚していることを示す。
　2.3.7　過去の専門的な心理的援助の利用経験　

「あなたは過去に大学の学生相談やカウンセラー
などの専門家を利用したことはありますか。」に
対して，「はい」「いいえ」の2件法で回答を求めた。

 

変数 2
1．問題の深刻度の評価 0.02
2．K6 ―
3．RRQ：反芻

3
0.17*
0.53**
―

4．特性的自己効力感

4
0.02

-0.48**
-0.41**
―

5．ソーシャルサポート

5
0.08

-0.28**
-0.19**
0.32**
―

M

4.04
8.96

44.94
18.59
48.03

SD

0.80
5.67
9.58
4.83
8.04

range
1-5

0-24
12-60
6-30

12-60
*p <.05, **p <.01

援助要請行動のステージ
Ⅰ問題の認識なし 13（5.5%)
Ⅱ対処の必要なし 32(13.5%)
Ⅲ自力対処のみ 55(23.2%)
Ⅳ友人・家族にのみ援助要請 107(45.1%)
Ⅴ学生相談機関・専門家に援助要請 30(12.6%)
N =237

Table 1　各変数の基礎統計量と変数間の相関

Table 2　援助要請行動のステージとその割合
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フィルター 2（問題への対処）においても，問題
の深刻度の評価が関連し(OR=1.94，p<.05)，問
題を深刻であると評価するほど，抑うつの問題へ
の対処の必要性を認識していた。フィルター3（援
助要請の検討）では，問題の深刻度の評価（OR
＝1.62，p＜.05），精神的健康度（OR＝0.92，p

＜.05），特性的自己効力感（OR＝0.9，p＜.05），
ソーシャルサポート（OR＝1.08，p＜.01），過去
の専門的な心理的援助の利用経験（OR＝9.93，p

＜.01）が関連し，問題を深刻であると評価する
ほど，精神的健康度が高いほど，特性的自己効力
感が低いほど，ソーシャルサポートを多く知覚し
ているほど，専門的な心理的援助の利用経験があ
る方が，抑うつの問題に関する援助要請を行うと
回答した。フィルター 4（専門家への援助要請の
検討）では，精神的健康度（OR＝1.16，p＜.05），
反芻（OR＝0.92，p＜.05），過去の専門的な心理
的援助の利用経験（OR＝40.6，p＜.01）が関連し，
精神的健康度が低いほど，反芻の傾向が低いほど，
専門的な心理的援助の利用経験がある方が，専門
家への援助要請を行うと回答した。

４．考察
4.1　全体の傾向
　本研究の目的は，女子大学生を対象として，抑
うつを呈した際の援助要請プロセスに，反芻と特
性的自己効力感が及ぼす影響について明らかにす
ることであった。

するため，本研究で仮定したプロセスモデルに基
づき，調査協力者を各ステージに分類した。複数
回答がみられた場合には，より後のステージに割
り当てた。各ステージの人数はTable 2の通りで
あった。
　最も人数が多かったステージは，ステージⅣ「友
人・家族のみに援助要請」で，45.1％と半数近
い割合となった。続いて，ステージⅢ「自力対処
のみ」，ステージⅡ「対処の必要なし」，ステージ
Ⅴ「学生相談機関・専門家に援助要請」，ステー
ジⅠ「問題の認識なし」の順であった。
　次に援助要請行動のプロセスに関する要因を検
討するために，ロジスティック回帰分析を実施し
た（Table 3）。具体的には，援助要請行動のプロ
セスを従属変数（プロセスの各フィルターを通過
したデータを1，しなかったデータを0とコード
化），問題の深刻度の評価，精神的健康度，反芻，
特性的自己効力感，ソーシャルサポート，過去の
専門的な心理的援助の利用経験（なしを0，あり
を1とコード化）を独立変数とした。なお，精神
的健康度と反芻，精神的健康度と特性的自己効力
感，及び，反芻と特性的自己効力感に中程度の相
関が見られたが，VIFはいずれも10以下で，多重
共線性の問題はないと判断した。
　その結果，フィルター 1（問題の生起と認識）
では問題の深刻度の評価が関連し(OR＝3.60，p

＜.01)，問題を深刻であると評価するほど，抑う
つの問題を普通のことではないと認識していた。

反芻と特性的自己効力感が援助要請プロセスに及ぼす影響

 

OR 95% CI OR 95% CI OR 95% CI OR 95% CI
問題の深刻度の評価 3.60** 1.74-7.46 1.94* 1.17-3.22 1.62* 1.00-2.61 1.20 .57-2.53

K6 0.93 .80-1.07 1.00 .92-1.09 0.92* .84-1.00 1.16* 1.02-1.32
RRQ：反芻 0.97 .89-1.07 0.96 .91-1.01 0.99 .95-1.03 0.92* .85-.99

特性的自己効力感 1.15 .97-1.37 1.03 .93-1.13 0.90* .82-.98 0.96 .84-1.10
ソーシャルサポート 1.02 .94-1.10 1.05 1.00-1.10 1.08** 1.03-1.14 0.96 .89-1.04
専門家の利用経験 0.30 .30-26.32 2.23 .60-8.29 9.93** 2.11-46.77 40.60**   0.47-157.21

*p <.05, **p <.01，OR=オッズ比，CI＝信頼区間
フィルター1：問題として認識するか，2：問題に対処するか，3：援助要請をするか，
4：学生相談機関や専門家に援助要請をするか

説明変数
フィルター

1(N =237) 2(N =224) 3(N =192) 4(N =107)

Table 3　ロジスティック回帰分析の結果
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1）と問題への対処（フィルター 2）に影響を与
えた要因は問題の深刻度の評価のみであった。問
題を深刻と認識するほど問題の認識や対処の必要
性の認識が促されることは安定した知見というこ
とができる。今後は抑うつの問題の深刻さを適切
に評価できることに関連している要因を検討し，
知見を積み重ねていくことが必要であると考えら
れる。
　4.2.3　援助要請の検討（フィルター 3）　
　抱える問題に対して自力でのみ対処するか，あ
るいは他者に援助を求めることを検討するフィル
ター３では，問題の深刻度の評価，精神的健康度，
特性的自己効力感，ソーシャルサポート，専門家
の利用経験が関連した。つまり，専門家の利用経
験があるほど援助要請を行いやすく，問題を深刻
と評価するほど援助要請を行いやすく，精神的健
康度が高いほど援助要請を行いやすいことが明ら
かとなった。これらの知見は，木村他（2014）や，
永井（2010）の結果を概ね支持するものとなった。
また，特性的自己効力感は，援助要請に負の影響
を与えるという結果となり，抑うつに伴う特性的
自己効力感の低さは援助要請の促進要因となりう
ることが示唆された。永井・新井（2007）は，
中学生の友人に対する相談行動において，相談実
行の利益であるポジティブな効果の予期が相談行
動を促進することを示した。また特性的自己効力
感は，自力対処の可能性の認知ともとらえること
ができる。これらを踏まえると，特性的自己効力
感が低い人の方が，他人に援助要請することに対
する期待感が高いため援助要請が促進され，反対
に，特性的自己効力感が高い人は自己効力感の高
さゆえに自力での対処にとどまりやすい可能性が
考えられる。特性的自己効力感が低い人の方が援
助要請をするという結果の妥当性や，なぜ特性的
自己効力感が低い人の援助要請が促進されるのか
については，今後さらなる検討が必要である。
　一方で，反芻はフィルター 3と関連が見られず，
援助要請の検討には影響がないことが示唆された。
Lyubomirsky & Noelen Hoeksema(1995)は， 自
己焦点化反芻を誘導された精神的健康度が低い人

　回答者の半数が，友人・家族に相談・援助を求
めると回答した。インフォーマルな援助要請資源
は学生相談機関やカウンセラーといったフォーマ
ルな援助要請資源よりも身近で活用しやすく，大
学生にとって重要な役割を果たすと考えられる。
また，友人・家族の勧めから，専門家への援助要
請につながることも期待される。
　ステージごとの回答者の割合に関しては，「Ⅱ対
処の必要なし」のステージに該当する人が，木村
他（2014）では4.9％であったのに対し，本研究
では13.5％と高い割合となっていた。本研究で
は，友人・家族及び専門家への援助要請意図と援
助要請行動のステージを分けていない。そのため，
援助要請意図を持ちつつも援助要請行動を行わな
いと考えた人が，ステージⅡに分類された可能性
が考えられる。また，本研究の対象者を考慮する
と，女性という対象者の属性が結果に影響を与え
た可能性が考えられる。水野・石隈（1999）に
よると，海外の研究のほとんどは男性よりも女性
の方が心理的問題の援助要請が高いことを報告し
ている。しかし，日本人を対象としたメタ分析の
結果，日本の大学生においては，女性よりも男性
の方が抑うつ症状に対する専門家への援助要請が
高いことが報告されている（Nagai et al，2023）。
このことから，日本の女子大学生の抑うつ症状に
対する援助要請を促進するためには，対処の必要
性を含む援助要請プロセスの各段階における意思
決定に性差が与える影響を，今後検討していく必
要があると考えられる。

4.2　フィルターごとの関連要因
　4.2.1　問題の認識（フィルター 1）
　抑うつの状態を普通のことではないと捉え，問
題と認識するフィルター 1では，問題の深刻度の
評価が関連し，木村他（2014）と一致する結果
となった。
　4.2.2　問題への対処（フィルター 2）　
　抱える問題に対して何らかの対処をするフィル
ター 2では，問題の深刻度の評価が関連した。木
村他（2014）においても問題の認識（フィルター
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永井（2010）は，抑うつは問題対処意思の低下
の側面であると同時に深刻なニーズでもあるため，
問題の深刻さによって専門家に対する援助資源と
しての認知がより高まり，援助要請抑制の効果を
相殺した可能性があると考えられる，と考察して
いる。また，木村他（2014）においては，抑う
つの問題を抱えた際の“学生相談機関への援助要
請行動”のフィルターにおいて，精神的健康度が
負の影響を与えるという本研究同様の結果が得ら
れている。このことから，専門家への援助要請に
おいては，抑うつによる問題対処意思の低下に
よって援助要請が低下するとは言えず，むしろ援
助の必要性を高く認識することにより援助要請が
促進される場合もあると考えられる。

4.3　総合考察
　本研究では，大学生の援助要請行動のプロセス
モデルに基づき，抑うつの問題における女子大学
生の援助要請行動の特徴と認知的要因の関連を検
討した。その結果，木村他（2014）同様，本研
究においても，女子大学生が，問題が生起しても
問題として認識しないステージから専門家に実際
に援助要請行動を行うステージまでそれぞれ異な
る段階に位置すること，そしてステージごとに関
連する要因が異なることが明らかにされた。今後
は各ステージの関連要因にターゲットを当てたア
プローチを検討していく必要があるといえる。学
生相談機関や専門家の利用を促すアプローチとし
ては，冊子を用いた心理教育的アプローチ（木村，
2016），大学教養授業としてのうつ病の心理教育
や援助要請方略の学習（中村，2010）などが実
施されてきている。今後，抑うつの問題を抱えた
際の認知傾向と援助要請の関係をより精緻化する
ことができれば，抑うつを抱えた際に陥りやすい
思考パターンの知識を援助要請資源と関連させて
心理教育に取り入れることで，実際の援助要請行
動に影響を与えることができる可能性がある。ま
た，Christensen et al.（2006）は，認知行動療
法に基づくオンライン自助プログラムが，抑うつ
状態にある者の専門的サービス利用行動を促進す

は，気分から注意をそらした精神的健康度が低い
人よりも悲観的な思考を示し，対人関係における
問題解決能力が低いことを実験課題により示した。
しかし，精神的健康度が高い人においては反芻や
気晴らしが思考や問題解決に影響を及ぼさなかっ
た。このことから，反芻単独での援助要請への影
響はみられなかったが，実際に精神健康度が低い
人における反芻は，援助要請の各ステージに影響
を与える可能性が考えられる。そのため今後は，
実際に抑うつ状態にある人を対象に調査を行った
り，認知的要因の媒介効果を検討したりする必要
があると考えられる。
　4.2.4　専門家への援助要請の検討(フィルター 4)
　専門家に援助要請するかを検討する段階のフィ
ルター 4では，精神的健康度，反芻，専門家の利
用経験が関連した。専門家の利用経験があるほど
専門家に対する援助要請を行いやすいという知見
は，先行研究を支持するものである（水野・石隈，
1999）。
　また，反芻に関しては，反芻の傾向が低いほど
専門家への援助要請を行うという結果となった。
Watkins（2016）は，過剰に反芻し行動に結び
つかない場合，先延ばしや回避につながると述べ
ている。また，回避の形態の一つとして新しいこ
とに挑戦しないことやリスクをとらないというこ
とを挙げている。専門家への援助要請は，費用や
時間などの経済的・物理的コストや，自己開示や
スティグマといった心理的コストがかかるとされ

（高野・宇留田，2002），リスクを伴うものとい
うことができる。また，本研究において専門家へ
の援助要請経験があるものが回答者の14.3％で
あることからわかるように，多くの人にとって専
門家への援助要請は経験のないものである。これ
らのことから，反芻の傾向が高いことによって専
門家への援助要請に対して，回避的になる可能性
が考えられる。
　精神的健康度に関しては，精神的健康度が低い
ほど専門家への援助要請を行うという結果となっ
た。永井（2010）では，抑うつは専門家への援
助要請に影響を示さなかった。このことに対して

反芻と特性的自己効力感が援助要請プロセスに及ぼす影響
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援助要請行動についての示唆を得た点で意義があ
ると考える。
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　The purpose of this study was to examine the effects of rumination and generalized self-efficacy, which are related 

to depression, on help-seeking behavior among people with depressive symptoms. A survey was conducted with 239 

female university students, and the responses of 237 were analyzed. The results of logistic regression analysis showed 

that the higher the generalized self-efficacy, the more likely the person would not choose to seek help and would 

remain on their own. Furthermore, the higher the tendency to ruminate, the less likely to choose to seek help from 

mental health professionals. Based on these results, we considered approaches that could encourage help-seeking 

behaviors among depressed people.
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